
 

学校番号 １０５ 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 ３ 年次 ２ 

使用教科書 「精選 現代文Ｂ」（三省堂） 

副教材等 

｢完成日本文学史ノート｣（京都書房）「漢字プラス語彙 2040」(尚文出版) 

「現代語練習帳 ことのは」（いいずな書店）  

｢新総合図説国語｣（東京書籍) 

１ 担当者からのメッセージ 

・２年生では社会人として必要な国語の力を身に付けることを心がけましょう。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話す・聞く

能力」や意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に付けてください。 

・予習として必ず本文を読んでおきましょう。授業の後には内容を振り返って復習してください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

・進んで読書することによって、国語力の向上を図り人生を豊かにする態度を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

目的や場に応じ

て 効 果 的に 話

し、的確に聞き

取ったり、話し

合ったりして、

自分の考えをま

とめ、深めてい

る。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く 読 ん だ り し

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付

けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンス） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
ａ b c d e 

１
学
期 

随
想
の
内
容
を
理
解
す
る

Ⅰ 

地 球 上 の

「旅人」 

○ ○  ○ ○ 

a,d,e:随想的な評論の読み方を習得す

る。 

a,d,e:具体例と抽象的記述との関係を理

解する。 

a,b,e:｢旅｣について思いをめぐらせ、自身

の考えを深め、発表する。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題の提

出 

・定期考査 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
る
Ⅰ 

山月記 

○ ○  ○ ○ 

a,d,e:小説の基本的な読み方を習得す

る。 

d,e:すぐれた短編小説の持つ緊密な構成

や文体を読み味わう。 

a,d:小説を自己の問題に引きつけながら

読む姿勢を養う。 

a, e:主人公の性格や生き方を鏡として、

自分の中にいるかもしれない「虎」につい

て振り返り、思索を深める。 

a,b:主人公の性格や生き方を鏡として、自

分の中にいるかもしれない「虎」につい

て振り返り、思索を深める。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・感想文の

提出 

・定期考査 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
る

Ⅰ 

恐怖とは何

か 

○ ○  ○ ○ 

a,d,e:評論の基本的な読み方を習得する。 

a,d,e:自らを客観的に分析する姿勢を、具

体事例を抽象的思考に高める過程を学

ぶことで、身につける。 

a,b,e:筆者の考えを自分のあり方にひきつ

けて考える姿勢を養う。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題

集の提出 

・定期考査 

詩
歌
を
味
わ
う 

二十億光年

の孤独 

○   ○ ○ 

a,d,e:詩の基本的な読み方を習得する。 

a,d,e:若者らしい感性や、表現の面白さを

味わう。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・定期考査 



２
学
期 

詩
歌
を
味
わ
う 

永訣の朝 

○  ○ ○ ○ 

a,d,e:旧かなづかいの詩を読み味わう。 

a,d,e:詩にこめられた作者の思いについ

て理解を深める。 

a,c,d,e:宮沢賢治の作品や生き方につい

て関心を持つ。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・感想文の

提出 

・定期考査 

木に花咲き 

短歌十五首 ○  ○   

a,c:短歌を鑑賞する姿勢を学ぶ。 

c:具体的なテーマのもとで短歌・俳句を作

り、創作力・表現力を養う。 

・授業態度 

・課題の提

出 

評
論
の
内
容
を
理
解
す

る
Ⅱ 

未来世代へ

の責任 

○ ○ ○ ○ ○ 

a,d,e:評論の基本的な読み方を習得する。 

a,c,d,e:｢経済｣の視点から世界を見る姿

勢について学ぶ。 

a,b 現代社会を経済の視点から分析し、他

の社会問題と互いに関係しあっている

ことについて、考えを深める。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題の提

出 

・定期考査 

小
説
の
内
容
を
理
解
す

る
Ⅱ 

月火水木金

土日 

○ ○ ○ ○ ○ 

a,d,e:小説の基本的な読み方を習得する。 

c,d:「わたし」が、なぜ、どのように変わ

っていくのか、描写から読み取る。 

a,b:「籠おばさん」が表すものが何かにつ

いて意見を交わす。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題の提

出 

・定期考査 

評
論
の
内
容
を

理
解
す
る
Ⅲ 

メディアと

歴史 

○   ◎ ○ 

a,d,e:評論の基本的な読み方を習得する。 

a,d,e:評論で多く扱われるテーマである

｢道具｣｢身体｣論についての読み方を身

につける。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・定期考査 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
る
Ⅲ 

こころ 

○   ○ ○ 

a,d,e:小説の読み方に習熟する。 

a,d,e:近代の代表的な小説を読むことに

よって、近代という時代や、時代と人間

との関係について理解を深める。 

a,d,e:小説に描かれた人間の心理をじっ

くり読み込む。 

a,b:主人公の心情を自分に引きつけて理

解する。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・感想文の

提出 

・定期考査 

３
学
期 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
る
Ⅳ 

戦争の不可

能性 

○  ○ ○ ○ 

a,d,e:評論の読み方に習熟する。 

a,d,e:近代世界史の知識を前提に展開さ

れる評論を、基礎知識を身につけて正し

く理解する。 

a,c 筆者の視点を、現代に生きる自分に置

き換えて考え、意見を論文にまとめる。 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題の提

出 

・定期考査 



評
論
の
内
容
を
理
解
す

る
Ⅴ 

「である」

ことと「す

る」こと 

○  ○ ○ ○ 

a,d,e:評論の読み方に習熟する。 

d,e:近代日本のあり方、法律知識など、さ

まざまな材料を、評論読解に用いる方法

を学ぶ。 

a,c:筆者の論点を正しく理解し、それをふ

まえて自らの考えを論文にまとめる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・論文の提

出 

・定期考査 

小
説
の
内
容
を
理
解
す

る
Ⅳ 

蝿 

○ ○  ○ ○ 

a,d,e:近代の小説を読み味わう。 

a,b,作品の時代設定や、作者の傾向につい

て考え合わせながら、作品を味わう。 

a,e:横光利一について、知識や関心を持

つ。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・感想文の

提出 

・定期考査 

 


